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問１：10月の世界選手権と 12月の豊田国際競技大会で、宮地選手が成功させた 

   鉄棒 I難度の技は何という技ですか。詳しく説明しましょう。 

  (                )という技で、身体の動かし方でいえば、

伸身姿勢で(          )と(      )を２回ずつ行う技です。 

問２：体操競技界の第一人者、内村航平選手が得意とする「カッシーナ」の難度は

どのくらいですか。       (    )難度 

発展：新しい技を初めて成功させるとその人の名が技の名前になります。宮地選手

の成功させた技を、屈伸姿勢で世界最初に成功させた人は誰ですか。 

(                 ) 



【活用にあたって】 

 この単元、教科書では知っている国際的なスポーツ大会

を確認し合うことから学習が始まるように設定されていま

す。中学生になると部活動が始まるので、生徒自身と関わ

りの深いスポーツや関心のある選手も出てくることでしょ

う。2020年の東京オリンピック開催については既に多くの

報道がなされており、関心もあることと思います。 

 数多いスポーツの中でも技に初めて成功させた人の名前

がつくのは体操だけではないでしょうか。「ツカハラ」「モ

リスエ」「ヤマワキ」「シライ」等、現在の競技会において

も解説者が頻繁に口にしています。次に名前がつきそうな

新技を連続合成写真で確かめられる楽しさを、このワーク

シートで味わってほしいと思います。 

 

解答例 

問１： 伸身コバチ２回ひねり・後方宙返り・ひねり 

問２： G難度 

問３： ブレトシュナイダー 

 


